
 平成１９年  第９回 芦屋市文化行政推進懇話会 会議要旨 
 
日  時 平成１９年１０月３１日（水） 10：00～12：00 
場  所 北館４階 教育委員会室 
出 席 者  

委  員 井垣貴子・稲鍵雄康・植田勝博・神棒眞一・久保田靖子 
佐田高一・高嶋修・広瀬忠子・弘本由香里・山田崇雄 

 
 山中市長・白川教育委員・近藤教育委員・麻木教育委員 
三栖管理部長 
 

事 務 局 松本社会教育部長・川崎社会教育部次長・ 
竹内市民センター長・長岡文化行政推進担当主査 

会議の公表  
   ■ 公 開      □ 非公開      □ 部分公開 
 
＜非公開・部分公開とした場合の理由＞ 
 

傍聴者数       ０   人 
 
１ 議題 

（１）文化行政推進懇話会 提言にむけての検討 
（２）その他 

 
２ 懇話内容 
   提言のたたき台を作成委員の方から説明その後，各委員の感想，意見交換を行っ 

た。 
 
  〔主な内容等〕 
  （１）キャッチフレーズについて  

・ 中身が分かるキャッチフレーズがほしい。 
・ シンボルマークがほしい。 
・ 冠みたいなものをつけたらいい 
・ 市民一人ひとりが目指す新しい言葉としては，「世界一美しいまちあしや」が
分かりやすい。 

・ もう少し上位概念で，「誇れるまちへ」がいい 
・ あしやルネッサンスの上に肩書きが必要「プライドシティー」みたいな。 
・ 「世界一美しいまちあしや」はハードとソフトがある。 
・ 「美しい」というのは，幅が広すぎる 
・ 「プライドシティー」と言えばパンチ力がある。 
・ 西暦に統一すべき。しばらくは併記する 
・ 「世界一美しいまちあしや」はスローガンにならないが，スローガンは絶対必
要。 

（２） 文化行政の所管部署について 
・ 文化行政の所管のあり方に関して，「総合的な調整，指揮命令を担う部局が求め
られる」と柔らかな表現になっているが，新しく作る必要があるのは，もう少
し表現があっていい。 

・ 新しい志をもってつくるのですよという表現のほうがいいと思う。 
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  （３）その他   
・「古書や骨董や写真をはじめ芦屋ならではのマニアックな文化マイスター」の表現
を変えて，「マニアック」ではなく「豊かな生活文化」のマイスターをつくるべき
に改めては。 

・「ブランド」という言葉が何回もでてくるが，１，２回はいいが，置き換えた方 
がいい。「固有の価値」とかに言い換える。  

・文化行政そのものが芦屋の産業で，芦屋の財政を噴出させる。何のために文化行政
をやるという答えをもう少しダイレクトに表現してもいいのでは 
・子どもたちへの芦屋の誇りを育てていく環境づくり，方向性を示す必要がある
のでは。もう少し具体的に書いておくべき。 

   
〔結論〕以上のような意見が出され，全員で意見を確認。次回の会議以降で提言にど

のように反映させるか等，作成に向け引き続き話し合って，進めていくことも確
認した。 

以 上 
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